
窓 口
業務時間

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

    
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

K'BIX 

元
気
21
ま
え
ば
し
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー    

10
時
〜
19
時

と
で
、
戸
籍
謄
本
一
式
の
提
出
が
省

略
で
き
ま
す
。

資
産
税
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
１
６

登
記
に
つ
い
て
は
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
２
８

多
文
化
共
生
目
指
す
事
業
に
補
助

　

本
市
に
暮
ら
す
外
国
籍
住
民
と
の

交
流
を
図
る
事
業
に
対
し
て
、
事
業

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
国
際
交
流

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
活
動
の
本
拠
が
あ
る

団
体同

協
会

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
７
８
８

夏
休
み
は
自
宅
で
科
学
体
験

　

小
学
生
向
け
の
こ
ど
も
科
学
教
室

を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
家
で
楽

し
め
る
科
学
実
験
な
ど
を
、
８
月
３

日
㈪
か
ら
前
橋
工
科
大
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
紹
介

し
ま
す
。

同
大

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
７
３
６
１

宅
部
分
の
床
面

積
が
２
分
の
１

以
上
）
❷
平
屋

か
２
階
建
て
❸

在
来
軸
組
工
法

で
建
築

用
意
す
る
物
＝

印
鑑
、
確
認
通
知
書
な
ど
の
図
面

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

８
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮
に
市
役
所

建
築
指
導
課（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
７
５
２
）
へ
直
接

固
定
資
産
の
名
義
変
更
忘
れ
ず
に

　

土
地
や
家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
の

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
名

義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
登

記
し
て
あ
る
場
合
は
、
法
務
局
に
相

続
登
記
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
し
て
い
な
い
場
合
は
、
未
登
記

家
屋
所
有
者
変
更
申
請
書
を
市
役
所

資
産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
所
有
者
の
申
告
が
必
要
で

す
。
市
役
所
資
産
税
課
か
、
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
・
富
士
見
支
所
へ
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
登
記
手
続
き
に
は
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

法
務
局
に
必
要
書
類
を
提
出
す
る
こ

お
知
ら
せ

希
望
者
に
保
険
証
を
簡
易
書
留
で

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
新
し
い

被
保
険
者
証
を
９
月
中
旬
に
世
帯
主

宛
て
に
郵
送
。
希
望
者
に
は
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。
８
月
14
日
㈮
ま

で
に
国
民
健
康
保
険
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
０

資
格
者
が
耐
震
診
断
や
訪
問
相
談

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
。
地
震
に
弱

い
部
分
や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
耐
震
性
が
不
足
す
る

場
合
は
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
の
説

明
や
相
談
に
乗
り
ま
す
。

対
象
＝
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
市

内
の
木
造
住
宅
、
先
着
10
戸
。
❶
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住

く
ら
し
の
情
報

ようこそ
市長室へ

HP

　新型コロナウイルスによる不安は深刻です。幸い、
前橋には恵まれた医療環境があります。市民の努
力が前橋市内でのクラスターの発生を防いでいま
す。しかし、人と人とが支え合う機会が減ってしま
っており、市民同士の絆が断ち切られてしまわない
か心配です。
　こんな時だからこそ、子どもたちの学びを継続
できる仕組みや災害発生時の安心な避難所づくり
など、未来へ向けた準備を進めていきます。今を
生きる私たちは、次の世代に良き社会を残す準備
に取り掛かりましょう。
　「持続可能な暮らし」とは何か？このウイルスが
問いかけている気がします。

市長コラム
Mayor's  Column

　
江
戸
時
代
に
現
在
の
市
域
内
を
治
め

た
、
前
橋
藩
主
の
酒さ
か
い
う
た
の
か
み
け

井
雅
楽
頭
家
と
松ま
つ

平だ
い
ら
や
ま
と
の
か
み
け

大
和
守
家
、
総
社
藩
主
の
秋あ
き
も
と
え
っ
ち
ゅ
う

元
越
中

守の
か
み
け家
、
大
胡
藩
主
の
牧ま
き
の
す
る
が
の
か
み
け

野
駿
河
守
家
。

本
市
で
は
、
こ
の
四
大
名
家
を
前
橋
四し

公こ
う
と
総
称
し
、
歴
史
イ
ベ
ン
ト
を
と
お

し
て
、市
内
に
残
る
史
跡
や
名
所
な
ど
、

各
家
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
城
下
町
を
歩

い
て
発
見
で
き
る
近
世
前
橋
に
四
公
が

生
き
た
痕
跡
と
番
外
編
を
、
全
５
回
で

紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
総

社
藩
主
・
秋
元
越
中
守
家
で
す
。

総
社
住
民
に
愛
さ
れ
る
秋
元
公

　
初
代・秋
元
長
朝
が
、
利
根
川
右
岸
、

越
後
へ
の
街
道
沿
い
の
植
野
勝
山
に
築

城
し
た
総
社
城
。
現
在
の
総
社
町
で
あ

る
城
下
町
を
歩
く
と
、
４
０
０
年
以
上

た
っ
た
今
で
も
秋
元
家
が
愛
さ
れ
る
理

由
を
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。

●
天
狗
岩
用
水

　
１
６
０
２
年
、
初
代
長
朝
は
疲
弊
し

て
い
た
領
地
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
３

年
間
免
租
の
約
束
で
領
民
を
集
め
生
活

用
水
や
農
耕
用
水
と
し
て
天
狗
岩
用
水

を
開
削
。
新
田
を
開
き
肥ひ
よ
く沃
な
大
地
に

し
、領
民
の
生
活
を
豊
か
に
し
ま
し
た
。

難
工
事
か
ら
天
狗
来ら
い
す
け助

の
伝
説
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
天
狗
岩
用
水
は
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
の
国
内
審
査
を
通
過
し
、
日

本
代
表
の
一
つ
と
し
て
国
際
か
ん
が
い

排
水
委
員
会
へ
申
請
さ
れ
る
こ
と
に
。

審
査
結
果
は
12
月
に
発
表
予
定
で
、
今

再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

●
光
巌
寺

　
初
代
長
朝
が
菩
提
寺
と
し
て
１
６
０

７
年
に
建
立
し
た
光こ
う
巌が
ん
寺じ

。境
内
に
は
、

秋
元
氏
が
総
社
を
去
っ
た
１
４
３
年
後

に
領
民
が
長
朝
の
徳
を
称
え
、
一
握
り

の
米
を
出
し
合
い
建
立
し
た
「
力り
ょ
く
で
ん
い

田
遺

愛あ
い
碑の
ひ
」
が
佇
ん
で
い
ま
す
。
領
民
が
領

主
の
治
績
を
称
え
た
碑
は
全
国
的
に
も

珍
し
く
、
年
代
を
超
え
た
領
民
と
領
主

の
温
か
い
人
間
関
係
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
光
巌
寺
前
の
宝
塔
山
古
墳
上
の
秋
元

氏
歴
代
墓
地
に
は
、
初
代
か
ら
11
代
ま

で
の
歴
代
藩
主
墓
が
集
積
。
秋
元
家
の

歴
史
の
重
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

●
元
景
寺

　
初
代
長
朝
が
父
・
景
朝
の
供
養
の
た

め
に
建
立
し
た
元げ

ん

景け
い

寺じ

。
境
内
に
は
、

天
狗
岩
用
水
開
削
を
助
け
た
と
い
う
天

狗
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
墓
地

に
は
景
朝
と
正
室
の
墓
が
あ
る
ほ
か
、

豊
臣
秀
吉
の
側
室
・
淀
君
に
関
す
る
伝

承
も
残
っ
て
い
ま
す
。

前
橋
四
公
の
城
下
町
を
歩
く

文
化
国
際
課 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
９
２

元景寺

～
総
社
藩
主
秋
元
越
中
守
家

Vol.
１

総社秋元氏歴史観光ガイド

　前橋学市民学芸員が、光巌寺や力
田遺愛碑、秋元氏歴代墓地、元景寺
などを案内します。
日時＝９月13日㈰10時～12時
対象＝一般、先着20人
申し込み＝８月11日㈫～25日㈫に文
化国際課
☎０２７‐８９８‐６９９２へ

光巌寺

天狗岩用水
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